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★．研修内容 ※添付:参考資料～平成30年分の年末調整等のための給与所得控除後の給与等の金額の表

１．年末調整を行う理由
２．年末調整の対象者
３．年末調整の流れ
４．平成30年分 給与所得者の保険料控除申告書 保

生命保険料控除
地震保険料控除
社会保険料控除/共済等掛金控除

５．平成30年分 給与所得者の配偶者控除等申告書 配



１．年末調整を行う理由

毎月の給与計算にて
算出した

見込みの所得税額

12月最終支給日以降に
算出した

正確な所得税額
誤差調整
必要有

★誤差が生じる理由

① 扶養親族に異動～その年の最後にいた人を基準とするため（1月～12月に亡くなった扶養親族含む）

② 源泉所得税額表の基準と異なる～年間賞与5ヶ月分の税率となっているため

③ 毎月の源泉徴収では控除されない～生命保険料等の所得控除、住宅借入金等の控除

誤差を解消する処理（年末調整）



２．年末調整の対象者

「給与所得者の扶養控除等（異動）申告書」を提出した人で
①年末まで勤務（在籍）している人（12/31付退職者含む）

②年の途中で死亡により退職した人
※年の途中で就職した人は、

前職の源泉徴収票を提出もしくは、無収入申告書を提出した者のみ

①年間給与総額が2,000万円を超える人（確定申告が必要）
②ダブルワークで他の会社に「申告書」を提出している人（乙欄適用者）
③指定した期日までに「申告書」を提出しなかった人
④年の途中で死亡以外で退職した人

対
象
と
な
る
者

対
象
と
な
ら
な
い
者



復興特別所得税2.1%

３．年末調整の流れ

【1年間の給与・賞与】 【給与所得控除】 【所得控除】 【課税給与所得】 【税額】

【税額控除】

税額

【1年間の税金天引き(仮)】

経費

給与所得控除後の給与等の金額
（添付:参考資料）

税額

【確定税額】

大小を比較して、(仮)が多ければ超過分を還付、少なければ不足分を徴収

※速算表で
税額計算

基礎控除
障害者等の控除
配偶者控除
配偶者特別控除
扶養控除
社会保険料控除
生命保険料控除
地震保険料控除 等

住宅借入金等特別控除



４．保 平成30年分 給与所得者の保険料控除申告書



４．保 平成30年分 給与所得者の保険料控除申告書

生命保険

地震保険

社会保険

共済掛金



４．保 平成30年分 給与所得者の保険料控除申告書～生命保険料控除

◯◯生命 養老 10年 瑞祥 太郎 瑞祥 花子 妻 25,000

▼▼生命 養老 終身 瑞祥 太郎 瑞祥 太郎 本人

◎◎生命 養老 10年 瑞祥 太郎 瑞祥 花子 妻

80,000

35,000

60,000

80,000

35,000

45,000

40,000

◯◯生命 介護 10年 瑞祥 太郎 瑞祥 太郎 本人 5,150

5,150

■■生命 年金 20年 瑞祥 太郎 瑞祥 太郎
H39  4   1

本人 96,000

0

96,000

0

49,000

40,000

45,000

5,150

49,000

99,150



４．保 平成30年分 給与所得者の保険料控除申告書～地震保険料控除

○○火災 地震 8
瑞祥 太郎

瑞祥 太郎 本人
36,000

○○火災 火災 15 瑞祥 太郎

瑞祥 太郎 本人
12,000

36,000

12,000

36,000 11,000

47,000



４．保 平成30年分 給与所得者の保険料控除申告書～社会保険料控除/共済等掛金控除

国民年金 日本年金機構 瑞祥 小太郎 子 192,600

192,600

840,000

840,000

※社会保険料及び
掛金全額が控除額



５．配 平成30年分 給与所得者の配偶者控除等申告書



配偶者特別控除
の対象者

配 記入

控除対象配偶者
配 記入

５．配 平成30年分 給与所得者の配偶者控除等申告書

※給与の支払いを受ける人が控除対象配偶者もしくは配偶者特別控除の対象者を有する場合に適用

※該当する配偶者がいない場合も、いないことを証明するため職員の氏名住所を記入して提出すること

0

38

85

123

900 950 1,000

配
偶
者
の
所
得

（万円）

本人の所得（万円）

同
一
生
計
配
偶
者

源泉控除
対象
配偶者

配 扶 記入



５．配 平成30年分 給与所得者の配偶者控除等申告書

年間収入 －給与所得控除 ＝ 年間所得
※給与所得者の経費にあたるもの

添付:参考資料の「年末調整等のための給与所得控除後の給与等の金額の表」から算出



５．配 平成30年分 給与所得者の配偶者控除等申告書

6,200,000 4,420,000

添付:参考資料から算出

4,420,000 ✔ A

瑞祥 花子
ｽﾞｲｼｮｳ ﾊﾅｺ

マイナンバーは記入しない! 50 11 4

1,650,000 988,800

添付:参考資料から算出

988,800

✔

④

4,420,000 988,800

260,000

0
260,000円



申告書記入時の



㊞

㊞

マイナンバーは記入しない

①印刷されている内容に変更があれば二重線で消してください。
二重線で消した場合は、右端の欄に、理由と日付を記入してください。

②変更がなければ、そのままでかまいません。

③変更・追加があれば赤で記入してください。

①印刷されている内容に変更がないか確認。

②変更があれば二重線で消し、
追加があれば赤で記入してください。

左欄にチェック等記入がある場合は、内容を記載。
（例）離婚・死別・障害等級・子供の名前・年齢等

①平成15年1月2日以降に生まれた扶養親族がいる場合は必ず記入。

②こども手当支給の参考資料になります。

住民票がある住所を記載

本人から見た続柄



㊞

㊞

住民票がある住所を記載

※配偶者がいない人も氏名・住所・印を記入して提出すること



㊞
住民票がある住所を記載

※書き方がわからない場合は記入せず、証書と一緒に小川まで持ってきてくれたら、説明します。証書はクリップで留めてください。ホチキスは厳禁!


